
昭
和
四
十
七
年
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
・
自
治
省
令
第
一
号

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
事
業
用
施
設
の
工
事
の
計
画
、
検
査
等
に
関
す
る
省
令

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
四
章
お
よ
び
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
な
ら
び
に
同
法
第
四
章
お
よ
び
第
七

章
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
事
業
用
施
設
の
工
事
の
計
画
、
検
査
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
お
よ
び
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
通
商
産
業
省
・
運
輸

省
・
建
設
省
令
第
一
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
工
事
の
計
画
等
）

第
二
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
業
用
施
設
に
つ
い
て
の
工
事
は
、
別
表
第
一
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
十
五
条
第
六
項
た
だ
し
書
（
法
第
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
一
の
第
二
欄
ま
た
は
第
三
欄
に
掲
げ
る
工
事
を
伴
う
工
事
の
計
画
の
変
更
以
外
の
変

更
で
あ
つ
て
、
次
条
第
一
項
第
一
号
の
工
事
計
画
書
の
記
載
事
項
の
変
更
を
伴
う
変
更
と
す
る
。

３
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
業
用
施
設
に
つ
い
て
の
工
事
は
、
別
表
第
一
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
工
事
の
計
画
の
認
可
申
請
）

第
三
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
も
し
く
は
第
六
項
、
法
第
十
九
条
第
一
項
ま
た
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
六
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
工
事
計
画
（
変
更
）
認
可
申
請
書
に
次
の
書

類
を
添
え
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
主
務
大
臣
が
そ
の
認
可
の
申
請
に
係
る
事
業
用
施
設
の
型
式
、
設
計
等
か
ら
み
て
添
附
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨
の
指
示
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一
　
工
事
計
画
書

二
　
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
用
施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
表

四
　
変
更
の
工
事
ま
た
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
場
合
は
、
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

２
　
前
項
第
一
号
の
工
事
計
画
書
に
は
、
申
請
に
係
る
事
業
用
施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
が
変
更
の
工
事
ま
た
は
工
事
の
計
画
の

変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
工
事
の
計
画
を
分
割
し
て
法
第
十
五
条
第
一
項
ま
た
は
第
十
九
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
申
請
に
係
る
部
分
以
外
の
工
事
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
そ
の

申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
工
事
の
計
画
の
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
四
条
　
法
第
十
五
条
第
七
項
（
法
第
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
の
工
事
計
画
軽
微
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を

添
え
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
軽
微
な
工
事
）

第
五
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
工
事
は
、
別
表
第
一
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
工
事
と
す
る
。

（
軽
微
工
事
等
の
届
出
）

第
六
条
　
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
の
事
業
用
施
設
軽
微
工
事
届
出
書
ま
た
は
様
式
第
四
の
事
業
用
施
設
緊
急
工
事
届
出
書
に
工
事
を
行
な
つ
た
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て

主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
完
成
検
査
）

第
七
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
ま
た
は
法
第
十
九
条
第
二
項
の
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
の
検
査
申
請
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
用
施
設
の
一
部
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
の
検
査
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
用
施
設
の
一
部
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
検
査
を
申
請
し
た
部
分
以
外
の
事
業
用
施
設
の
工
事
の
進
ち
よ
く
状
況
を
記
載
し
た
書
類

（
工
事
を
必
要
と
し
な
い
場
合
の
検
査
）

第
八
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
の
検
査
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
用
施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

二
　
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
用
施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類

（
報
告
の
徴
収
）

第
九
条
　
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
期
に
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
毎
事
業
年
度
の
財
務
計
算
に
関
す
る
諸
表

当
該
事
業
年
度
経
過
後
九
十
日
以
内

二
　
毎
事
業
年
度
の
石
油
の
油
種
別
輸
送
量

当
該
事
業
年
度
経
過
後
九
十
日
以
内

三
　
毎
年
の
事
故

当
該
年
の
翌
年
二
月
末
日
ま
で

1



四
　
毎
年
末
の
事
業
用
施
設
の
設
置
の
状
況

当
該
年
の
翌
年
二
月
末
日
ま
で

２
　
前
項
の
表
第
三
号
の
毎
年
の
事
故
の
報
告
は
、
様
式
第
六
の
報
告
書
を
提
出
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
　
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
者
は
、
事
業
用
施
設
に
つ
い
て
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
火
災
ま
た
は
漏
え
い
事
故
に
あ
つ
て
は
す
み
や
か
に
、
そ
の
他
の
事
故
に
あ
つ
て
は
事
故
の
発
生
を
知
つ
た
時
か
ら
四
十
八
時
間
以
内

に
事
故
速
報
を
主
務
大
臣
に
報
告
し
、
か
つ
、
事
故
が
発
生
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
事
故
詳
報
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
詳
報
は
、
様
式
第
七
の
報
告
書
を
提
出
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
明
書
）

第
十
一
条
　
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
証
明
書
は
、
様
式
第
八
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
聴
聞
）

第
十
二
条
　
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
不
利
益
処
分
に
係
る
聴
聞
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
手
続
法
」
と
い
う
。
）
並
び
に
法
第
三
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
ほ

か
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
こ
の
条
で
使
用
す
る
用
語
は
、
手
続
法
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

３
　
行
政
庁
は
、
手
続
法
第
十
五
条
第
一
項
の
通
知
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
聴
聞
を
行
う
べ
き
期
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
三
条
の
不
利
益
処
分
に
係
る
聴
聞
の
通
知
を
す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
と
併
せ
て
、
聴
聞
の
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
主
宰
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
庁
の
職
員
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
そ
の
他
の
参
考
人
に
対
し
、
聴
聞
に
関
す
る
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
行
政
庁
が
手
続
法
第
十
五
条
第
一
項
の
通
知
を
し
た
場
合
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
し
た
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
に
は
、
行
政
庁
に
対
し
、
聴
聞
の
期
日
又
は
場

所
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
行
政
庁
は
、
前
項
の
申
出
に
よ
り
、
又
は
職
権
に
よ
り
、
聴
聞
の
期
日
又
は
場
所
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
行
政
庁
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
聴
聞
の
期
日
又
は
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
事
者
、
参
加
人
（
そ
の
時
ま
で
に
手
続
法
第
十
七
条
第
一
項
の
求
め
を
受
諾
し
、
又
は
同
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者

に
限
る
。
）
及
び
参
考
人
（
そ
の
時
ま
で
に
第
五
項
の
求
め
を
受
諾
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
手
続
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
自
ら
を
利
害
関
係
人
と
し
て
当
該
聴
聞
に
関
す
る
手
続
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
聴
聞
の
期
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
そ
の
氏
名
、
住
所
及
び
当
該
聴
聞

に
係
る
不
利
益
処
分
に
つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
こ
と
の
疎
明
を
記
載
し
た
書
面
を
主
宰
者
に
提
出
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

10
　
主
宰
者
は
、
前
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
聴
聞
の
期
日
の
三
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
申
請
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11
　
手
続
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
の
求
め
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
又
は
当
該
不
利
益
処
分
が
さ
れ
た
場
合
に
自
己
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
参
加
人
（
以
下
次
項
及
び
第
十
三
項
に
お
い
て
「
当
事
者
等
」
と

総
称
す
る
。
）
は
、
そ
の
氏
名
、
住
所
及
び
閲
覧
を
し
よ
う
と
す
る
資
料
の
標
目
を
記
載
し
た
書
面
を
行
政
庁
に
提
出
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
の
進
行
に
応
じ
て
必
要
と
な
つ
た
場
合

の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
口
頭
で
求
め
れ
ば
足
り
る
。

12
　
行
政
庁
は
、
閲
覧
を
許
可
し
た
と
き
は
、
そ
の
場
で
閲
覧
さ
せ
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
、
閲
覧
の
日
時
及
び
場
所
を
当
該
当
事
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
庁
は
、
聴
聞
の
審
理
に
お

け
る
当
事
者
等
の
意
見
陳
述
の
準
備
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

13
　
行
政
庁
は
、
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
の
進
行
に
応
じ
て
必
要
と
な
つ
た
資
料
の
閲
覧
の
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に
、
当
該
審
理
に
お
い
て
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
（
手
続
法
第
十
八
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る

拒
否
の
場
合
を
除
く
。
）
は
、
閲
覧
の
日
時
及
び
場
所
を
指
定
し
、
当
該
当
事
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
宰
者
は
、
手
続
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
閲
覧
の
日
時
以
降
の

日
を
新
た
な
聴
聞
の
期
日
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

14
　
手
続
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
宰
者
の
指
名
は
、
聴
聞
の
通
知
の
時
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

15
　
行
政
庁
は
、
手
続
法
第
十
五
条
第
一
項
の
書
面
に
お
い
て
は
、
同
項
各
号
列
記
の
事
項
に
加
え
て
、
聴
聞
の
主
宰
者
の
氏
名
及
び
職
名
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

16
　
行
政
庁
は
、
職
権
に
よ
り
、
主
宰
者
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

17
　
主
宰
者
が
手
続
法
第
十
九
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
行
政
庁
は
、
速
や
か
に
、
主
宰
者
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

18
　
行
政
庁
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
主
宰
者
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
事
者
、
参
加
人
（
そ
の
時
ま
で
に
手
続
法
第
十
七
条
第
一
項
の
求
め
を
受
諾
し
、
又
は
同
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
及

び
参
考
人
（
そ
の
時
ま
で
に
第
五
項
の
求
め
を
受
諾
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

19
　
主
宰
者
は
、
聴
聞
事
務
補
助
者
を
指
名
し
、
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
に
こ
れ
を
出
席
さ
せ
、
聴
聞
の
主
宰
に
関
す
る
事
務
を
補
助
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

20
　
手
続
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
聴
聞
事
務
補
助
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

21
　
手
続
法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
又
は
参
加
人
は
、
聴
聞
の
期
日
の
五
日
前
ま
で
に
、
補
佐
人
の
氏
名
、
住
所
、
当
事
者
又
は
参
加
人
と
の
関
係
及
び
補
佐
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書

面
を
主
宰
者
に
提
出
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
手
続
法
第
二
十
二
条
第
二
項
（
手
続
法
第
二
十
五
条
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
さ
れ
た
聴
聞
の
期
日
に
出
頭
さ
せ
よ
う
と
す

る
補
佐
人
で
あ
つ
て
既
に
受
け
た
許
可
に
係
る
事
項
に
つ
き
補
佐
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

22
　
主
宰
者
は
、
補
佐
人
の
出
頭
を
許
可
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
当
事
者
又
は
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

23
　
補
佐
人
の
陳
述
は
、
当
該
当
事
者
又
は
参
加
人
が
直
ち
に
取
り
消
さ
な
い
と
き
は
、
自
ら
陳
述
し
た
も
の
と
み
な
す
。

24
　
主
宰
者
は
、
聴
聞
の
期
日
に
出
頭
し
た
者
が
当
該
事
案
の
範
囲
を
超
え
て
陳
述
す
る
と
き
そ
の
他
議
事
を
整
理
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
陳
述
又
は
証
拠
書
類
等
の
提
出
を
制
限
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

25
　
主
宰
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
聴
聞
の
審
理
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
、
聴
聞
の
審
理
を
妨
害
し
、
又
は
そ
の
秩
序
を
乱
す
者
に
対
し
退
場
を
命
ず
る
こ
と
そ
の
他
適
当
な
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。
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26
　
行
政
庁
は
、
手
続
法
第
二
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
の
公
開
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
聴
聞
の
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
庁
は
、

当
事
者
、
参
加
人
（
そ
の
時
ま
で
に
手
続
法
第
十
七
条
第
一
項
の
求
め
を
受
諾
し
、
又
は
同
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
及
び
参
考
人
（
そ
の
時
ま
で
に
第
五
項
の
求
め
を
受
諾
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
速
や

か
に
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

27
　
手
続
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
陳
述
書
の
提
出
は
、
提
出
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、
聴
聞
の
件
名
、
当
該
聴
聞
に
係
る
不
利
益
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
及
び
当
該
事
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
を
記
載
し
た
書
面

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

28
　
聴
聞
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
、
主
宰
者
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
聴
聞
の
件
名

二
　
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所

三
　
主
宰
者
の
氏
名
及
び
職
名

四
　
聴
聞
の
期
日
に
出
頭
し
た
当
事
者
及
び
参
加
人
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
及
び
補
佐
人
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
項
に
お
い
て
「
当
事
者
等
」
と
総
称
す
る
。
）
並
び
に
参
考
人
（
行
政
庁
の
職
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
参
考
人
（
行
政
庁
の
職
員
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
氏
名
及
び
職
名

五
　
聴
聞
の
期
日
に
出
頭
し
な
か
つ
た
当
事
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
当
該
当
事
者
等
の
う
ち
当
事
者
及
び
そ
の
代
理
人
に
つ
い
て
は
出
頭
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
正
当
な
理
由
の
有
無

六
　
当
事
者
等
及
び
参
考
人
の
陳
述
の
要
旨
（
提
出
さ
れ
た
陳
述
書
に
お
け
る
意
見
の
陳
述
を
含
む
。
）

七
　
証
拠
書
類
等
の
標
目

八
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

29
　
聴
聞
調
書
に
は
、
書
面
、
図
面
、
写
真
そ
の
他
主
宰
者
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
添
付
し
て
調
書
の
一
部
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

30
　
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
主
宰
者
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
不
利
益
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
に
対
す
る
当
事
者
等
の
主
張

二
　
前
号
の
主
張
に
理
由
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
主
宰
者
の
意
見

三
　
前
号
の
意
見
に
つ
い
て
の
理
由

31
　
手
続
法
第
二
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
の
求
め
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
又
は
参
加
人
は
、
そ
の
氏
名
、
住
所
及
び
閲
覧
を
し
よ
う
と
す
る
聴
聞
調
書
又
は
報
告
書
の
件
名
を
記
載
し
た
書
面
を
、
聴
聞
の
終
結
前
に
あ
つ

て
は
聴
聞
の
主
宰
者
に
、
聴
聞
の
終
結
後
に
あ
つ
て
は
行
政
庁
に
提
出
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

32
　
主
宰
者
又
は
行
政
庁
は
、
閲
覧
を
許
可
し
た
と
き
は
、
そ
の
場
で
閲
覧
さ
せ
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
、
閲
覧
の
日
時
及
び
場
所
を
当
該
当
事
者
又
は
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
意
見
の
聴
取
）

第
十
三
条
　
法
第
三
十
八
条
の
意
見
の
聴
取
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
議
長
と
し
て
主
宰
す
る
意
見
聴
取
会
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
議
長
は
、
意
見
聴
取
会
を
開
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
期
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
、
件
名
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
通
知
し
、
か
つ
、
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
利
害
関
係
人
（
参
加
人
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
代
理
人
と
し
て
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
意
見
の
概
要
及
び
そ
の
事
案
に
つ
い
て
利
害
関
係
が
あ
る
こ
と

を
疎
明
す
る
事
実
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
議
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
指
定
し
、
そ
の
期
日
の
三
日
前
ま
で
に
指
定
し
た
者
に
対
し
て
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５
　
議
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
そ
の
他
の
参
考
人
に
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
代
理
人
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者
以
外
の
者
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

７
　
議
長
は
、
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
は
、
最
初
に
審
査
請
求
人
又
は
そ
の
代
理
人
に
審
査
請
求
の
要
旨
及
び
理
由
を
陳
述
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
審
査
請
求
人
又
は
そ
の
代
理
人
が
出
席
し
な
い
と
き
は
、
議
長
は
、
審
査
請
求
書
の
朗
読
を
も
つ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
陳
述
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
　
審
査
請
求
人
又
は
利
害
関
係
人
の
代
理
人
は
、
そ
の
代
理
権
を
証
す
る
書
類
を
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
　
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
者
が
事
案
の
範
囲
を
超
え
て
発
言
す
る
と
き
、
又
は
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
い
る
者
が
意
見
聴
取
会
の
秩
序
を
乱
し
、
若
し
く
は
不
穏
な
言
動
を
す
る
と
き
は
、
議
長
は
、
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
、
そ
の
発
言
を
禁
止
し
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

11
　
議
長
は
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
又
は
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
期
日
及
び
場
所
を
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
損
失
の
補
償
の
裁
決
申
請
書
）

第
十
四
条
　
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
書
の
様
式
は
、
様
式
第
九
と
し
、
正
本
一
部
お
よ
び
写
し
一
部
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
二
八
日
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
・
自
治
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
〇
月
四
日
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
・
自
治
省
令
第
一
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
・
自
治
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
八
日
総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一

工
事
の
種
類

法
第
十
五
条
第

一
項
の
認
可
を

要
す
る
も
の

法
第
十
九
条
第
一
項
の
認
可
を

要
す
る
も
の
（
第
四
欄
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）

法
第
十
九
条
第
三
項
の
届
出
を
要
す
る
も
の

導
管
お
よ
び
そ
の
他
の
工
作
物
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
設
備

一
　
設
置
の
工
事

設
置

二
　
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
次
の
設
備
に
係
る
も
の

（
一
）
　
送
油
導
管
（
管
継
手
を
含
む
。
）

管
径
の
増
大
を

伴
う
取
替
設
置

（
既
設
の
も
の
と

取
り
替
え
て
設

置
す
る
工
事
を

い
う
。
以
下
同

じ
。
）

１
　
取
替
設
置

（
第
二
欄
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）

２
　
位
置
の
変
更

（
二
）
　
電
気
防
し
よ
く
設
備

方
法
の
変
更

（
三
）
　
加
熱
お
よ
び
保
温
設
備

方
法
の
変
更

（
四
）
　
専
用
橋

設
置

長
さ
が
二
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
の
設
置

（
五
）
　
漏
え
い
拡
散
防
止
の
た
め
の
設
備

設
置

漏
え
い
拡
散
防
止
の
た
め
の
設
備
に
係
る
導
管
の
延
長
が
五
十
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の
の
設
置

（
六
）
　
防
護
工
お
よ
び
防
護
構
造
物

設
置

防
護
工
お
よ
び
防
護
構
造
物
に
係
る
導
管
の
延
長
が
五
十
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の
の
設
置

（
七
）
　
運
転
状
態
の
監
視
装
置

１
　
設
置

２
　
位
置
の
変
更

同
一
構
内
で
の
位
置
の
変
更

（
八
）
　
安
全
制
御
装
置

１
　
設
置

２
　
位
置
の
変
更

同
一
構
内
で
の
位
置
の
変
更

（
九
）
　
圧
力
安
全
装
置

１
　
設
置

同
一
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

２
　
改
造

精
度
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造

（
十
）
　
漏
え
い
検
知
装
置

（
イ
）
　
導
管
系
内
の
石
油
の
流
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
動
的
に
石
油
の
漏
え
い
を
検
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
装
置
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
装
置

１
　
設
置

同
一
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

２
　
改
造

精
度
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造

（
ロ
）
　
導
管
系
内
の
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
動
的
に
石
油
の
漏
え
い
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き

る
装
置
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
装
置

１
　
設
置

同
一
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

２
　
改
造

精
度
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造

（
ハ
）
　
導
管
系
内
の
圧
力
を
一
定
に
静
止
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
石
油
の
漏

え
い
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
装
置

１
　
設
置

同
一
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

２
　
改
造

精
度
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造

（
十
一
）
　
緊
急
し
や
断
弁
お
よ
び
し
や
断
弁

１
　
設
置

同
一
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

２
　
改
造

強
度
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造
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（
十
二
）
　
感
震
装
置
お
よ
び
強
震
計

設
置

同
一
の
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

（
十
三
）
　
消
火
設
備
（
消
火
器
を
除
く
。
）

設
置

同
一
の
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

（
十
四
）
　
警
報
設
備
（
自
動
火
災
報
知
設
備
に
限
る
。
）

設
置

同
一
の
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

（
十
五
）
　
予
備
動
力
源

設
置

同
一
の
場
所
に
お
け
る
同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

（
十
六
）
　
送
油
用
圧
送
機

設
置
（
取
替
設

置
を
除
く
。
）

１
　
取
替
設
置

同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

２
　
改
造

送
油
導
管
内
の
常
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ

ま
た
は
シ
リ
ン
ダ
ー
の
変
更
を
伴
な
わ
な
い
改
造

３
　
位
置
の
変
更

位
置
の
変
更

（
十
七
）
　
送
油
用
圧
送
機
以
外
の
圧
送
機

設
置

同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

（
十
八
）
　
送
油
用
タ
ン
ク

設
置
（
取
替
設

置
を
除
く
。
）

１
　
取
替
設
置

２
　
改
造

３
　
位
置
の
変
更

（
十
九
）
　
送
油
用
タ
ン
ク
以
外
の
タ
ン
ク

１
　
設
置

２
　
改
造

３
　
位
置
の
変
更

（
二
十
）
　
配
管

設
置

同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

（
二
十
一
）
　
ピ
グ
取
扱
い
装
置

設
置

同
一
の
構
造
、
材
料
の
も
の
へ
の
取
替
設
置

（
二
十
二
）
　
石
油
の
受
入
口

設
置
（
取
替
設
置
を
除
く
。
）

別
表
第
二

事
業
用
施
設
の
種
類

記
載
す
べ
き
事
項
（
認
可
の
申
請
に
係
る
工
事
の
内
容
に

関
係
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

添
附
書
類

一
　
導
管

１
　
導
管
の
起
点
、
分
岐
点
お
よ
び
終
点
の
位
置
（
都
道

府
県
郡
市
区
町
村
字
番
地
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

２
　
延
長
（
道
路
下
、
線
路
敷
下
、
海
底
下
、
河
川
下
、

地
上
、
海
上
、
そ
の
他
の
別
に
記
載
す
る
こ
と
。
）

３
　
導
管
内
の
常
用
圧
力

４
　
主
要
寸
法
お
よ
び
材
料

５
　
接
合
の
方
法

１
　
位
置
図
（
縮
尺
は
五
万
分
の
一
以
上
と
し
、
導
管
の
経
路
お
よ
び
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
位
置
を
記
載
す
る

こ
と
。
）

２
　
平
面
図
（
縮
尺
は
三
千
分
の
一
以
上
と
し
、
導
管
の
中
心
線
か
ら
左
右
各
三
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
区
域

内
の
地
形
、
附
近
に
存
す
る
道
路
、
河
川
、
鉄
道
お
よ
び
建
築
物
そ
の
他
の
施
設
の
位
置
、
導
管
の
中
心
線
、

伸
縮
構
造
、
感
震
装
置
、
導
管
系
内
の
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
動
的
に
石
油
の
漏
え
い
を
検
知
す

る
こ
と
が
で
き
る
装
置
の
圧
力
計
、
防
護
措
置
お
よ
び
弁
の
位
置
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
事
業
用
施
設

の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
自
治
省
令
第
二
号
）

第
一
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
市
街
地
、
同
号
ハ
に
規
定
す
る
区
域
、
同
令
第
二
条
各
号
に
規
定
す
る
場

所
な
ら
び
に
行
政
区
画
の
境
界
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
導
管
の
中
心
線
に
は
二
百
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
逓
加
距

離
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

３
　
縦
断
面
図
（
縮
尺
は
横
を
２
の
平
面
図
と
同
一
と
し
、
縦
を
三
百
分
の
一
以
上
と
し
、
導
管
の
中
心
線
の

地
盤
の
高
さ
お
よ
び
導
管
の
頂
部
の
高
さ
を
百
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
な
ら
び
に
導
管
の
こ
う
配
、
主
要
な
工
作
物

の
種
類
お
よ
び
位
置
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

４
　
横
断
定
規
図
（
縮
尺
は
二
百
分
の
一
以
上
と
し
、
導
管
を
敷
設
す
る
道
路
、
鉄
道
等
の
横
断
面
に
導
管
の

中
心
な
ら
び
に
地
上
お
よ
び
地
下
の
工
作
物
の
位
置
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

５
　
道
路
、
河
川
、
水
路
お
よ
び
鉄
道
の
地
下
を
導
管
が
横
断
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
導
管
を
さ
や
管
そ
の
他

の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
事
業
用
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
第
二
十
条
第
二
項
（
第
二
十
一

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
お
よ
び
第
二
十
二
条
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
構
造
物
の
中

に
設
置
す
る
場
合
な
ら
び
に
導
管
を
架
空
横
断
さ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
横
断
箇
所
の
詳
細
を
示
す

図
面

６
　
強
度
計
算
書

７
　
接
合
部
の
構
造
図

８
　
溶
接
に
関
す
る
説
明
書

９
　
そ
の
他
導
管
に
つ
い
て
の
設
備
等
に
関
す
る
説
明
図
書
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二
　
緊
急
し
や
断
弁
お
よ
び
し
や
断
弁

弁
の
種
類
、
型
式
お
よ
び
材
料

１
　
構
造
説
明
書
（
ア
ク
チ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
附
帯
設
備
を
含
む
。
）

２
　
機
能
説
明
書

３
　
強
度
に
関
す
る
説
明
書

４
　
制
御
系
統
図

三
　
漏
え
い
検
知
装
置

（
一
）
　
導
管
系
内
の
石
油
の
流
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

自
動
的
に
石
油
の
漏
え
い
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
装
置

１
　
漏
え
い
検
知
能

２
　
流
量
計
の
種
類
、
型
式
、
精
度
お
よ
び
測
定
範
囲

３
　
演
算
処
理
装
置
の
種
類
お
よ
び
型
式

１
　
漏
え
い
検
知
能
に
関
す
る
説
明
書

２
　
漏
え
い
検
知
に
関
す
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

３
　
演
算
処
理
装
置
の
処
理
機
能
に
関
す
る
説
明
書

（
二
）
　
導
管
系
内
の
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
動
的

に
石
油
の
漏
え
い
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
装
置

１
　
漏
え
い
検
知
能

２
　
圧
力
計
の
種
類
、
型
式
、
精
度
お
よ
び
測
定
範
囲

１
　
漏
え
い
検
知
能
に
関
す
る
説
明
書

２
　
漏
え
い
検
知
に
関
す
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

３
　
受
信
部
の
構
造
に
関
す
る
説
明
書

（
三
）
　
導
管
系
内
の
圧
力
を
一
定
に
静
止
さ
せ
、
か
つ
、
当
該

圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
石
油
の
漏
え
い
を
検
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
装
置
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す

る
装
置

１
　
漏
え
い
検
知
能

２
　
圧
力
計
の
種
類
、
型
式
、
精
度
お
よ
び
測
定
範
囲

漏
え
い
検
知
能
に
関
す
る
説
明
書

四
　
圧
力
安
全
装
置

構
造
説
明
図
お
よ
び
圧
力
制
御
方
式
に
関
す
る
説
明
書

五
　
感
震
装
置
お
よ
び
強
震
計

種
類
お
よ
び
型
式

１
　
構
造
説
明
図

２
　
地
震
検
知
に
関
す
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

六
　
送
油
用
タ
ン
ク

１
　
種
類
、
型
式
、
容
量
お
よ
び
基
数

２
　
主
要
寸
法
お
よ
び
材
料

１
　
構
造
図

２
　
強
度
計
算
書

３
　
基
礎
に
関
す
る
説
明
書
お
よ
び
基
礎
の
状
況
を
明
示
し
た
図
面

４
　
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
名
称
、
位
置
（
都
道
府
県
郡
市
区
町
村
字
主
た
る
番
地
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
お
よ

び
敷
地
面
積

５
　
油
種
ご
と
の
送
油
用
タ
ン
ク
の
容
量

６
　
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
圧
送
の
能
力
な
ら
び
に
入
口
お
よ
び
出
口
の
圧
力

７
　
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
位
置
を
明
示
し
た
縮
尺
五
万
分
の
一
以
上
の
地
形
図
（
当
該
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
関

連
す
る
主
要
な
導
管
の
配
置
の
状
況
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

８
　
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
主
要
な
設
備
の
配
置
の
状
況
を
明
示
し
た
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
の
図
面

七
　
送
油
用
タ
ン
ク
以
外
の
タ
ン
ク

１
　
種
類
、
型
式
、
容
量
お
よ
び
基
数

２
　
主
要
寸
法
お
よ
び
材
料

１
　
構
造
図

２
　
強
度
計
算
書

３
　
基
礎
に
関
す
る
説
明
書
お
よ
び
基
礎
の
状
況
を
明
示
し
た
図
面

八
　
送
油
用
圧
送
機

１
　
種
類
、
型
式
、
容
量
、
揚
程
、
回
転
数
な
ら
び
に
常

用
お
よ
び
予
備
の
別

２
　
ケ
ー
シ
ン
グ
ま
た
は
シ
リ
ン
ダ
ー
の
主
要
寸
法
お
よ

び
材
料

３
　
原
動
機
の
種
類
お
よ
び
出
力

４
　
高
圧
パ
ネ
ル
の
容
量

５
　
変
圧
器
容
量

１
　
構
造
説
明
図

２
　
強
度
に
関
す
る
説
明
書

３
　
容
積
式
圧
送
機
の
圧
力
上
昇
防
止
装
置
に
関
す
る
説
明
書

４
　
高
圧
パ
ネ
ル
、
変
圧
器
等
電
気
設
備
の
系
統
図
（
原
動
機
を
動
か
す
た
め
の
電
気
設
備
に
限
る
。
）

九
　
送
油
用
圧
送
機
以
外
の
圧
送
機

種
類
、
型
式
、
容
量
、
揚
程
、
回
転
数
な
ら
び
に
常
用
お

よ
び
予
備
の
別

構
造
説
明
図

十
　
附
帯
設
備

（
一
）
　
配
管

材
料

配
管
系
統
図
（
主
要
寸
法
を
附
記
す
る
こ
と
。
）

（
二
）
　
ピ
グ
取
扱
い
装
置

構
造
説
明
図

十
一
　
電
気
防
し
よ
く
設
備
、
加
熱
お
よ
び
保
温
の
た
め
の
設

備
、
支
持
物
、
漏
え
い
拡
散
防
止
の
た
め
の
設
備
、
運
転
状
態

監
視
装
置
、
安
全
制
御
装
置
、
消
火
設
備
、
警
報
設
備
、
予
備

設
備
の
種
類
、
型
式
、
材
料
、
強
度
そ
の
他
設
備
の
機
能

お
よ
び
性
能
等
に
関
し
必
要
な
事
項

設
備
の
設
置
に
関
し
必
要
な
説
明
書
お
よ
び
図
面
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動
力
源
、
石
油
受
入
口
、
防
護
工
、
防
護
構
造
物
、
衝
突
防
護

工
、
伸
縮
吸
収
装
置
、
石
油
除
去
の
た
め
の
設
備
、
通
報
設

備
、
可
燃
性
蒸
気
滞
留
防
止
の
た
め
の
設
備
、
不
等
沈
下
測
定

設
備
、
資
機
材
倉
庫
、
点
検
箱
、
標
識
そ
の
他
事
業
用
施
設
に

係
る
設
備

7



様
式
第
１
（
第
３
条
関
係
）

様式第１（第３条関係） 

工事計画（変更）認可申請書 

年  月  日 

            殿 

住 所                    

氏 名（名称及び代表者の氏名）        

 

石油パイプライン事業法第 15条第１項（第 15条第６項、第 19条第１項、第 19条 

第４項において準用する同法第 15 条第６項）の規定により別紙工事計画書のとお 

り工事の計画（工事の計画の変更）の認可を受けたいので申請します。 

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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様
式
第
２
（
第
４
条
関
係
）

様式第２（第４条関係） 

工事計画軽微変更届出書 

年  月  日 

            殿 

住 所                    

氏 名（名称及び代表者の氏名）        

 

次のとおり工事の計画を変更したので、石油パイプライン事業法第 15 条第７項 

（第 19 条第４項において準用する同法第 15 条第７項）の規定により届け出ます。 

工事の計画の変更に係る事業場の名称

及び所在地（都道府県郡市区町村字番

地を記載すること。） 

 

工 事 の 計 画 の 変 更 の 内 容  

 

備考 １ 導管に係る場合は、「工事の計画の変更に係る事業場の名称及び所 

在地」の欄には、導管の起点及び終点の所在地を記載すること。 

２ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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様
式
第
３
（
第
６
条
関
係
）

様式第３（第６条関係） 

事業用施設軽微工事届出書 

年  月  日 

            殿 

住 所                    

氏 名（名称及び代表者の氏名）        

 

次のとおり事業用施設について軽微な工事をしたので石油パイプライン事業法 

第 19条第３項の規定により届け出ます。 

工事をした事業場の名称及び所在地 

（都道府県郡市区町村字番地を記載す 

ること。） 

 

工 事 を し た 年 月 日  

工 事 を し た 内 容  

備考 １ 導管に係る場合は、「工事をした事業場の名称及び所在地」の欄に 

は、導管の起点及び終点の所在地を記載すること。 

２ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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様
式
第
４
（
第
６
条
関
係
）

様式第４（第６条関係） 

事業用施設緊急工事届出書 

年  月  日 

            殿 

住 所                    

氏 名（名称及び代表者の氏名）        

 

次のとおり事業用施設について緊急な工事をしたので石油パイプライン事業法 

第 19条第３項の規定により届け出ます。 

工事をした事業場の名称及び所在地 

（都道府県郡市区町村字番地を記載す 

ること。） 

 

工 事 を し た 年 月 日  

工 事 を し た 内 容  

備考 １ 導管に係る場合は、「工事をした事業場の名称及び所在地」の欄に 

は、導管の起点及び終点の所在地を記載すること。 

２ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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様
式
第
５
（
第
７
条
、
第
８
条
関
係
）

様式第５（第７条、第８条関係） 

検  査  申  請  書 

年  月  日 

            殿 

住 所                    

氏 名（名称及び代表者の氏名）        

 

石油パイプライン事業法第 16条第１項（第 16条第４項、第 18条第１項、第 19条 

第２項）の規定により次のとおり検査を受けたいので申請します。 

検査を受けようとする事業用施設に係る事業場

の名称及び所在地 

 

事 業 用 施 設 の 概 要  
 

検 査 希 望 年 月 日 
 

使 用 開 始 予 定 年 月 日  
 

備考 １ 導管に係る場合は、「検査を受けようとする事業用施設に係る事業 

場の名称及び所在地」の欄には、導管の起点及び終点の所在地を記載 

すること。 

２ 「事業用施設の概要」の欄には、法第 15 条第１項又は第６項の規定 

による工事計画の認可（法第 19条第１項又は第 19条第４項において準 

用する同法第 15 条第６項の規定による認可）の番号及び年月日を付記 

すること。 

３ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

都道府県郡市区町村字 

番地を記載すること。 

収   入 
印   紙 
（消印をし 
ないこと。） 
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様
式
第
６
（
第
９
条
関
係
）
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2 原因別の石油パイプライン事故

事故の状況 事業用施設の損塚 石油漏えい 石油輸送支障

毒事管
石油タ

保設備安 移管
石ー油ミ タナ 保設備安 間

満
1 E未'! 旧し

旅
と2

満
時
4時

間以間 24時以ーミナ
上部事故の原因 ノレ ノレ

暴 風 雨

自 然 地 E護

現 象 水害、 山崩

そ の 他

火 災

停 電

事業用 製作施工不
施設の 完全

自然劣化、不備
保守不備

事業用施設の誤操作

他 工 事

地盤の不等沈下

工 事：

そ の 他

計

備考 　用紙の大き．さは、 日本産業規格A4とすること。
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様
式
第
７
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第7 （第10粂関係）

石泌パイプライン者多数誇毅

年 月 日

穀

伎 所

氏 名（名称及び代苦笑務の氏名）

石治パイプライン警が策法第36条第1項の規定により次のとおっ石治パイプライ

ン事故の報告合します。

件 :g 

害事故発生のB B寺

毒事故発生の場所

害設事故発生の事業用施 常高用運E転E圧カ又力 i主主査

事状故況 の内容及び被襟

事： 放 の 際 関

石ぼ油し輸た送程度に支障を及

議害額の被害事

複急合捕文に後ヌせする応

IB 
後込l日又は時その見

みのB

事故発生の防止対策

備考   ー
この用紙の大きさは、 伝家産業主幾洛A4とすること。
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様
式
第
８
（
第
１
１
条
関
係
）

（第11条関係）様式第8

古車表

号第

石油パイプライン事業法第36条第 2 項の規定による立入検査証

職名及び氏名

生

発行

日

日

月

月

年

年

⑪ 主務大臣

押
印
ス
タ
ン
プ

、

，

、

，

‘

 

，

、

，

、

，

、

写

真

面袈

石油パイプライン事業法抜すい

第36条

この法律の施行に必要な限度において、 その職員に、 石

油パイプライン事業者の営業所、 事務所その他の事業場に立ち入札事

業用施設、 帳簿、 主義類その他の物件を検査させることができる。

主務大臣は、2 

次の各号のーに該当する者は、 三万円以下の罰金に処する。

第29条又は第36条第 2 項の規定による検査を拒み、 妨げ、 又は忌避

した者

第 46 条

日本産業規格 BS とする。この用紙の大きさは、備考
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様
式
第
九
（
第
十
四
条
関
係
）

様
式
第
九
（
第
十
四
条
関
係
） 

裁 
 

決 
 

申 
 

請 
 

書 

裁
決
申
請
者 

住
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

相 

手 

方 

住
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
第
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
か
ら
、

左
記
に
よ
り
裁
決
を
申
請
し
ま
す
。 

記 

一 

損
失
の
事
実 

二 

損
失
の
補
償
の
見
積
及
び
そ
の
内
容 

三 

協
議
の
経
過 

年 
 

月 
 

日 

裁
決
申
請
者 

住
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

収
用
委
員
会
御
中 

備
考 一 

裁
決
申
請
者
が
二
人
以
上
の
場
合
は
、
連
名
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

二 

「
損
失
の
事
実
」
に
つ
い
て
は
、
発
生
の
場
所
及
び
時
期
を
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。 

三 

「
損
失
の
補
償
の
見
積
及
び
そ
の
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
積
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

四 

「
協
議
の
経
過
」
に
つ
い
て
は
、
経
過
の
説
明
の
ほ
か
に
協
議
が
成
立
し
な
い
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

五 

裁
決
申
請
者
又
は
相
手
方
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
氏
名
は
、
そ
の
法
人
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。 
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